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 妊娠時には旺盛なる胎児の発育と共に,母体各部の親試にも沽歳次る代謝の'元通が起って分り,

 かかる生体内の変動に対応して後戯代謝と密接に関連'する葉酸が重要なる役割を演じているであ
 ろうことが充分に推察され,る。.仁って,著者は妊婦,褥婦および新生児について楽醸活性の測定

 を、試み二～三の知見を得た。

実験方法

 生一体内の葉酸丘砲を測ヲ適するi方法は種耳・あ《)が,薯≧二〕者は生体1なの葉臨～活『1生1直を直接測定し得る

 雪a,bor&Wyngard.en法を用い充oTabQr&Wy〔略ard.on法の原理は経口投与され

 たL-hi3七id-ineは主.として肝覧粛でurOca箪ic&cid.を'経てfOr皿i皿irlQgllLutaエnic

 aciaとなり,更1・で葉酸化合物である七曲yahyαrofoユieaci己及びformi皿inO七r〔し一

 118fera自el淳のGn匂5m1σ3⊂)関考・のもとて『1文尾二分お笙む。訟芝1我ヌ罫メ琶分にな{ハ状態ではengyn}一

 〇∈ヨがあってもこの.反応は充分に進まずformi狙iIloglu'じamicaciαが残留するよりに

 左る。f。r繭ninO9エutamicacエd.は充分量り七・七rahy乱r。f。■ica。i・i及び

 。nzy騰“D存を下では,5-40鵬thGny].℃。儲ahy己上'・fo疏Cacid7(;衰るが・

 このものは555剛でsp。cifieをO.D.を示すから光電比色計で定量1"5-1e皿e厨・胃

 ψBy1七etrahγdrofolエcaciα〔つf養を矢015ことを⊂よΩfOr:nimino9ユu・'ヒa職ic

 &cid.の壁を知り得る。実験蒙寸象としては東北大学.産1:、!1人滴教室の外来及び入院中の妊婦89名

 徳`1,呂(産褥4日目)16名及び新・生児(生後24時1!.ilj三文内)1L名であり・対1!1天としてt5名の

 健,康非妊婦人を用いた。これ等。⊃実験対蜘藍綱と・匙庚輪講細、ゆ・少くと彊吐If・!上ビタミ

 ン剤及び吐尤貧互且剤“を、E用いてレ、ないことを所喬謝し、;ノこoiムー並i5七iαiエ101ま20グを・1至に弩更一与し,

 以後6時間の全尿中のfOr皿i辺inO圭`lu廣』謡io乳ciaの測定を搾i:い・i三IL臨'こ1:珪中H'b定量『

 及び一部にに朗干機1琵検査E二む行い又貧血の程1、虻の強いもの藍1τヒ・'蹴錐'像{尖査をも行つ7tQ
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 実、験成績

 1)、5名の健康非・妊:婦人についての測定底款では,燐君当シではαG89μM・6時間総量で

 は5ス2碍姻が墨離弛て・あっπのでこ軌礁.、弱舗ミ非嬢,i、べ錦縛f。τ師.D・加。誤蔀a-

 nlicaciα捗旨琶量一のjE、前」二擬毛界を9.窪μM/漕五、及びヰ0μ}E/6五τ9とし.ヅこ。以ぎ舜の1員1以轡・え勇貢

 の判シ.這には,この健康非妊綿入の1貢il定成績の、上1些乏界を越え7d」のをfGrmi皿iロ09工U'talilic

 a,cエα(Fエ〔}LU')'じGS七1髪}'1生』者として1食言寸を、i端舟、ブこ。2)桑.1誘辰1挙毒》諺を陽ミタトし}疫二嫁睡辰ゴ苔.1薄の身上

 女潜込之乙£』予知と甜1超」避;者」並ひ:1⊂壇彗だi・碍1重濯ノkをつF工G・コエ』r'む。刮七の毎こ}f貢て鑓ま女E`{辰∫谷≠勇て一輌二藍脊藷工〔}工・U

 頴抽陽性者の頓鎗ま1G%を示し,予ン」葺を憩、むtものについては2甜弘産褥4り拠人で

 は44.4%であった。ろ)}嚢量0129ノ磁を{ti111限界とし・貧il磁土「OUPと非と;rou.PのF工αLU
 -82一

昌
■
f



 1鴻戯1繍一㌦・一雌一一}

C

 七e航の比較を行ったが非貧.r丘培roupではFエGLU恥諮i'}が28.1%であったのに対

 して貧.血groupでは50%と高率であった。この外Fエαエ・U七9〔1℃が高彦・こ陽性に出たもの7

 例について骨・醗像検査を'行ったが全例にlnegarob■a盲七ic,よ1∫ljlL;な兄』!、出さなかった0

 4)芽ア気ピ1ヨを'超過することに1より月台盤杉撫彪の臼氏一ドすることカ{プ与えられ.ろフ外,茎、!旨■、親善・i生と胎窟、、漏能

 とのli』係の有無を検討う"る意味から予定日超過例¢)FI(}LUt-eg'111棚上溺',炭をみるに,妊娠

 59週より40週に入ると陽ビ賭の頻度は急1.険に増加したが,4eソ.後ほ陽性者の頻度1τ麦略等

 しく一定の傾向をみせなカ・i〕7ヒ05)Apgar6co]一e及び胎盤主梗艦丁講イ立の1重{し}比とF![(}LU

 七e3も陽性f者の頻度等についても検討を行つ}tがfOl・milnino9■u七ai・rr主Cacj.tL排泄量

 との墨謹にも直≡妾の関連を言忌め左かつ・た06)」ll龕灯葺]攻、及び垂F令・とFI〔}Lf七es七1弱督ヒ老弼藁、麦の

 関係を検討し.てみたjヲf,経妊!司教が増加づ祀る程FIG・Lutes七1場一1生者'の"・窪麦(改増加し.,一'方年

 令はろ。才を越えろと陽1注者の頻度は急、,増した07),力生児の生下時体重と母f枢ひFエeLU

 tGS'b賎垣生f列との1;と鎚系を勝色六二厚f,児f本1圭!力野口万日する案互・母fi二のF工GLU七e∫ンし拝募惚三五≦フウ㌔くな

 った。このじ冒・係は月合盛皇圭覧壷1との欝抽こもll忍めら∫lt,胎益益1麺't・二つ工ilii方口づ篭る・1≡、義母琶二`ジr工G・LUte8L;

 陽性.者の露.度も増加した08)正!常衣.三編と中毒症妊婦のF工G・LL}七白6t陽1生一将の挺1度を比較し

 ンtl'う瓶中曇ゴ症諌丑為ilてで1・エ48・5%で『あり,丑三マ曽立毛;!扁に上ヒ}し・一て斗等しく音詩≦峯'であっ穴.,)こオしじ雄佳言に語ヨ勺

 にも有意差を認めた09)本測ラ,違法に」二ろ葉酸活1イi三1、1との測定は主として,肝臓で行1,痛しる代謝に

 基いている為に正常なる厨能の下で初めて本法の滴.義が生ぶるのである。本測定沙ミと同時に肝

 接能をアルカリフォスフア.ターゼイ直から観察したがアルカリフオスンアクーゼ短の.上罫とF工α一

 ULtgs七1湯1生'討つ..ノ叢芝と¢)ll-f賢てん」11ノー+生をみとめ'なカ・つノヒ010)・生il麦24擢寺ll“.以、IJ(')一∫1三児

 について,F工αLU七e碗陽性の母診1こ」の生れ1と場合と1奔注の母体力・ら生れπ.t合に分・り'て、

 この両:li・Fの新生児ご:)F!雄Lu'じestの結果を検討1沁このi奈,.、.パ・生児りFエαLU'協L鵬の

 判定去.準は荒川等の基準1“つて,尿中0、1μM/凋君以.上巳)fonniminOgluta難ic

 acicL三尸雪非泄:しフヒものを陽'1.長とし、ン「こoFI(}LU七es七i∫身性の丑#:く5膏りよ9生れ7℃シ荘一1三埋、て'(・よ,

 5例が陽性で他方陰性の母体5例より生れた61伽破骨生児(測!都側を含む)では1例に湯・1/近

 ・;チブヒひこすぎ〕なカ・つπo

 {比芸全
 il・口西田

 1ヲ、土の結果から,葉ド知舌一i生値は々壬娠期では減少し,産褥煎1こ入ると著しい減少を来たすことが

 十qっアこ。戯}娠i冒じ1・氏τ[虹を汀まし1こも・二と)の1'旨,5〔}%に三欠1乏4.た雇まを意思ようアこカ㌔1互遊葭謝ヒ、,生せt.孟1と

 診1訳し1群アヒものは;生かつフヒoj一定日を.1超二起すると葉1↓こ活1生}藍低下づ」る、弘1向を示し.}tが,胎児一し1,'1

 淵円葺とのil欄幽を、1τ1、出づ之とは臨1モ左かつi妬漁丑賑(1シつ多い轍肋・亡び年く}が紅才以F』の
 1乏け、3で業誤欠乏状二二1{が多くフ上ろ麹'乎謡一意めた。塩、1及び生干臨休1豊の大きいもの程,母体禁真,1鷲

 憧侮り低'下を.承り」一もご)が多かつ焦。妊鮫甲冑藁三好1一一、iではi撃妊娠中華ヒ1症垂一[.,,iに比較して,票1.,一陸

 値⊂){藪下が三著しく,三1猛,1'..,,も有意差二を二番し、こ。棄し～欠乏4ノ:ご滋を示し.九君耳ドより召三れ7ヒ酢1・こ児

 では塑'気に蕉.ヒ欠乏状.」くが'ノ})れ、1肪。自.廷F.～欠乏を示さブヒかつ耐弥よ更{、三れ矯.'性妃では錨..1

 欠乏状悪を示すもGは少たかつ:tむ,Ll三って,■母体り工、,ノ～,'翫」三£)状態1'虹ノ・ぎ、に反映すろi!1、1に思わll';.1,〕
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 審査結果の要旨

 妊娠時には旺盛在る胎児の発育と共に,母体各部の組織にも活発たろ代謝の亢進が起っており,

 かかる生体内の変動に対応して核酸代謝と密接にrl畢達する葉酸が重要なる役割を演じているであ
 ろうことが充分に推察され.る。よって,著者け妊婦,褥婦かよび新生児について葉酸活性の測定
 を試みた。

 生体内の葉酸値を測定する方法として,Tabcr&Wy.血gard-on法を用いた。経口投一与
 されたL-hi8七土din6は主として肝臓でuroc巳nicaci乱を経てfor皿i皿inoglu七一

 amicacid・(FKILU}となり.更に1葉酸化合物で渉)るtgtrahydrofolieacid及び

 fOr皿iminotral畑forase等のenzyme8の関一与のもとで反応が進む。葉酸が充分に左い

 状態ではgnzy聡8があってもこの反応は充分に進まずFIGLUが残留するようになる。F工一
 GLUけ充分量のtG七rahyd.rof()licacia及びenzyme8の存在下では,5-10mo-

 th(うny'■七etrahydrofolicaciaになるが,このものは5553胤μで8P6cificな

 0.・D・・を示すから光電比色計で定量し.5-10rie七henylt臼trahydrofolicaciα

 の量を知ることによりF工〔}LUの量を知り傘}る。L-hi3tidinel貢20穿を経口投一与し,以

 後6時間の全尿中のF工GLUの測定を行い,同時に血中Hb定量及び一一部には肝機能検査を行い

 又貧血の程度の強いものには眉髄像検査をも行った。

 1)45名の健康非妊婦八でけ,妃当りでは0.089μM、6時間総量では5Z250μM

 が最高値であったのでこの成績より建策非妊婦.への衆中FIGLU緋盤景の正1常上限界を0.1μM

 /肌∠及び40μM/6}ぜ8とした。以後の測定成績の判定には,この健康非妊婦人の測定成績

 の上限界を越えたものをFエαLUtgst陽性者とした。2)妊娠中毒症を除外した妊娠春期
 の妊婦及び予定日超過者並びπ藤褥期婦人のP工σLUtest陽性者の頻度はて0%を示し,予

 定日を越えたものについては251銘,産褥期婦人で賃44.4%であっ允。ろ)非貧甑grOL覆
 ではF工αLUtg8t陽性者が28」96であったのに対して貧血groupでは50%と高率で

 あった。このほかFエGLU七e8tが高度陽性でも骨髄像検査では全例にn16garoblasUC

 な変化を凝.い仕捲なかった。4)妊娠59週より40週に入るとF工σLU七〇s't陽性者の頻

 度1寸急激にゴ曽加したが,40週以後は一定の傾向をみせなかった05)経妊回数が増加する穫i

 FエGLU船s七陽性者の頻度は増加し,一方年令は50才を越えると陽性考の頻度け急増した。

 6)児体重が培撮する1程母体のF工〔}Lσ七〇8七厚身性率が高くなった。胎盤重量の増加づ」る程
 母体のFIGLUむeε七陽性者の頻度も増加した。7)中毒症妊婦では4a5%であり,正常
 妊婦に比して.著しぐ高率であった。8)F工〔}LU七θ8七陽性の母体5例より生れた新生児で
 貫,5例が陽性で地方陰性の母体5例より生れた6例の新生児(双胎1例を含む)では1例に陽
 性をみたにすぎなカ・つたb

 以上F工αLU七曲tによP母児の葉酸代謝の動態を究めた本論文は母.児健康管理に重要な示
 唆を与えるものであり,学位授与π価するものと判定した。
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